
リ 地 年

の 地 員の が きました。

会員です。 ろしくお いします。

山学 、学 員会 の 会開

の 内が きました。 様に いたします。

　 　 員

　 リ ク の初 会 は ル リ

スではない、というお をし うと思います。

リ ではなく リ ク の初

会 のことです。ある会員から をいただ

き、 味があったので 立から会 定の

を てみました。

　 年 ３ の夜、 ル リスは 人

で石炭業 の ル ス ルと スト

ンで食事をしました。この場で リスが めて

きた、 リ ク につながる が

され、さらに、 め えを ち けていた ス

ス と の 人 イ

の 人が つ、 ルの へ

人で向かいます。この が リ

発 の場所となっております。

　 目の会 は 後の３ リスの

事 所で行われました。 名になった会 では、

会員は 営 、共 営 、会社役員でなけれ

ばいけないこと、 リス発 で会員の事 所を

かわるがわる会場にすること が されました。
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第４３回　５月２１日

会員総数 ………………４１名
出免会員 ………………８名
出免出席 ………………６名
基準会員出席 …………２１名
出席率 …………… ７７．１４％

　

欠席会員 ………………１２名
内メイクアップ ………６名
修正出席率 ……… ８８．８８％

煙本日

　来賓卓話「留萌・深川間高規格道路について」

　留萌開発建設部 次長　関　　新次 様

煙次週予定

　移動例会「ＩＭ」（羽幌町）

結婚記念日

　５月２１日　辻本　哲也

 ・・・・・・・・・・・・・・

 ・・・・・・・・・・・・・・

 ・・・・・・・・・・・・



　 年３ ３ に ル ス ルの事

所で開かれた ３ 目の会 では、ク 名

が されました。 補はたくさん されま

したが、あれもダ これもダ となかなか ま

らず、 に れ てた らは、 うとなく

リ ク で、ということになり、名

付けたのは か になっていないそうです。

し、 の中 リ の を最初に

発 したのは であると リスの には

かれております。

　この ３ の会 では、もう一つ大事な

がありました。そろそろ会 をきめる時期であ

ることを リスが えた時、これまでの か

ら、そこにいる 員が に いたのは、 ル

リスでした。しかし、当の リスは は

を作り上 る人であり、 会員の やク

の 作りなどのため、舞 で く方に

りたい。と って らず、 わりに ル ス

ルの名前を会 にあ ました。こう

して ク の最初の 年 、 リスは

どんな役 にも きませんでした。ただし役員

を指名したのは であり、ク の運営に関し

ては、 の に ったとされています。

　 があります。 見 会で るこ

とが出来なかった、 リ ク が し

た を しに、 方行ってまいりましたの

で いたします。 会で を った所の

に入 があるのでそちらから入場しました。

初めて見るという方は、入 の でしっかり

と場所を することをお めいたします。

は他の木には とんど き付いている名前

入りの の トがこの木には付いていま

せん。そして、おそらく 留萌 リ ク

と いてあったはずの木 は 留萌 まで

しか めず、ここに と いてあったはず

だというところを く目を らして見て、 う

やく が できる ルとなっているか

らです。

　現 は くらい いています。坂の一

まで りなき 見れないので、ち っとした

運 になります。この 、 手に く

ン してみてはいかがでし うか。

の 会を欠 しました。　 中出会長

高 会員いつもお になっています。

　大嶋幹事

が生い立ち ト をさせて きます。

　高田会員

前　 　　　

今　 　　　　

累　計　　　７０５，６００円

「我が生い立ち パートⅡ」

　高田　　潔会員

　まずは、 会運営 員会にこの様な機会をい

ただき、 し上 ます。 が生い立ち

ト と う事ですから、 の人生を ってい

くしかないのですが、 に こえた場 は

ご さい。私 、ク ス会に出 しても

あまり思い出 を に したくない方です

し、 の事 り今の の かれた と、

来どうやって生きていくのかという方が大切

だと思っておりますので、思い出 をあまり

したことはありません。しかし本 は の

をせ との事ですから、お を し上 てお

をさせていただきます。

　 の と致しましては、小 達布の 年

期と旭川の土建会社に勤めていた頃と、大 で

の学生生活の 年期、そしてその後という事で

小 の役場勤 と現 の設 事 所 営の

とさせていただきます。

　まずは、 年期の達布での生活ですが、今か

ら 年前に達布の 、今の小 ダ （

）付近で 生しました。小学校入学頃に

は達布の市街地付近に引 し、達布小中学校に

通学しました。ちなみに私が住んだのが達布

で、市街地が達布 でした。当時、達布の

業としては炭鉱が んな時期で、 学年３ク

スあり、 からの転校生もありました。中

学生の時には から転勤してきた数学の 生
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が大変綺麗だったため、私は好んで数学を勉強

しました。それが今も役に立っています。

　当時、達布の市街地は大変活気があり、一般

の商店の他に食堂や旅館もあり、達布市街と炭

鉱住宅街の公民館では頻繁に映画の上映や、旅

芝居が上演されており、栄えていた達布の記憶

が今でも思い出されます。私の父はその達布で

大工を営んでおりましたので、私も大工になろ

うと思っておりました。

　中学校卒業後、私は留萌工業高校に入学しま

したが、実は当時、留萌高校の工業課程として

土木科と電気科が開設され、翌年に建築科が開

設されました。ですから、入学時は留萌高校工

業課程でしたが、卒業時に初めて留萌工業高校

という名前がつきました。その留萌工業高校で

は土木科に入学し、天塩炭鉱鉄道にて通学しま

した。この天塩炭鉱鉄道は石炭を運ぶ貨車と私

たちを運ぶ客車を一緒に牽引しておりましたの

で、留萌まではけっこう上り坂がありまして、

蒸気機関車がその坂を登れなくなりますと、前

の駅まで戻って貨車を一両はずして又登るとい

う事をしていた様に記憶しております。

　その様な記憶の中、留萌工業高校土木科を卒

業し、土木科でしたので、旭川の荒井建設とい

う土建会社に入社致しました。この会社はトン

ネル工事などを手がける大きな会社で、ここに

入社し土木工事現場を転々といたしました。最

初の工事現場は陸の孤島と呼ばれていた雄冬で、

当時道路は無く、増毛港から定期船が出ており

それに乗って行った記憶がございます。そこで

隋道（トンネル）の工事現場で、クリスマスの

時まで補助監督員として勤めておりました。ク

リスマスの頃になりますと定期船も欠航となり、

別苅まで夜具も持たないで漁船に乗せて貰って

帰って参りました。その他では名寄の手前の士

別市付近の道々の改良工事現場で、道路の拡幅

と路盤を改良するという現場でした。車を通し

ながらの工事でしたので、埃まみれで測量した

記憶がございます。また、岩内の雷電海岸を

通って瀬棚方向へ向かう途中の島牧村の林道工

事にも行きました。ここは道路を作る工事でし

たので山を切り崩す作業があり、もちろん電気

は来ておらず、発電機を持ち込んでの生活でし

た。いわゆる飯場の生活で、工事の人達と一緒

の生活でした。ただ、ご飯はたくさん炊くせい

か大変美味しかった記憶がございます。雄冬で

もダイナマイトは使いましたが、ここでは山を

切り崩すための発破で危機一髪の命拾いをした

事も思い出として残っております。普通ですと

発破の前後には旗振りの人が居て指示をするの

ですが、偶々私が発破の場所を歩いていた時、

轟音と共に目の前で土砂が舞い上がるのを見ま

した。本当に幸運だったのか、その土砂に当た

る事無く無事難を逃れました。

　それと 島 の実 近くの 内で 場

事業があり、これは小さい ん を一つにして

業 営をしやすくするという工事でした。こ

こでは、木 内が近かったのでそこの み に

れて行ってもらった しい思い出もございま

す。ここの会社はトンネル工事が だったも

のですから、たしか上 良 だったと思います

が、人 の どの隋道を山の から

ってこちらまで 通させて を通す、 路隋

道の現場へも行きました。この様に土木工事現

場の監督員として夜具だけを持参して、転々と

飯場生活をしてきましたが、この様な生活に見

切りをつける事にしました。これは入社する時

に さんから われた ですが、３年 は

ってくれと、そうすればこの 事が良いか

いかが ると われ、３年 ったからです。

この 事では を持っても と生活は出来

ない事と、私たちと一緒に入った人の中で大学

卒の人がおりまして、 かその人だけ が

良いと う事が目につきましたので、私も大学

へ行こうと思いつき、この の で を
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する事にいたしました。

　これが私の大きな転 期となりまして、土建

会社からは 、 してから大学 学は無

と われ、これがかえって私を させ、

を やさせることとなりました。大学へ行くに

もお がありませんので、 きながら通える大

学 へ もうと思いました。留萌工業高校で

は、父の関 する建築科は無かったものですか

ら、大学で建築学を学 たいと思いましたが、

工業高校の数学には がなく、 も

だったことから、 の 校で 年

勉強をすることを え、 ル イトをしなが

ら 校に通いました。 ル イトは の

社から 店に を ける 事

で、 が く いのがつらい でした。 年

が って、このままではいけないと気が付き、

せ、 校の 業内 は ルが高く、現役

の高校生が り ル を っての 業で

すので難しす る事と、 ル イトを えての

勉強で れて 気がくる事から、勉強方 を

し、残り 年は大 の実 に戻り にこ

もって勉強をしました。 は夜 の工学 を

し、 の い大 工業大学と 方

の３つの大学を する事にしました。そして

大 工業大学に し、入学することにしまし

た。 は関 方 ではあるが、 にも

内 も気に入ったからでございます。

　ということで大 へ転居しましたが、 寄り

のいない大 へは、大学から された を

りに、 車を乗り いで行きました。大学の

近くの旭 と う所にある の でご

ざいました。 きながら 年 で大学を卒業す

ると めておりましたので、本来であれば

かに をして大学へ通えば良いのですが、勉

強時 に があってはならないので、 ル

イトを しました。 年 で卒業する には

い時 の ル イトで生 をたて、 を け

る前には 時 くらい をとってから大学へ

行く、というス ルを実行しました。

ル イト は 々ありましたが、 会社

では ス クや い に で を し付

けて する会社での ル イト、そして さ

んには られないかもしれませんが、 ル

の スト ンで イ もやっております。

川の の の近くにあるリ イ

ルというかっこ良い名前の ルで、山本リ

ンダの ナ も開かれておりました。

中でも が良かったのは、難 の

ルでの ル イトで、ここは高 道路の

で近くに高島 ト、 や場

を する通 難 場、大 が開 され

る 立 館などがあり、大 の人が まる場

所でしたので り上 が でした。ただ、

数の ル イトがあり、 車ス スには

かった車を 無く め込 が でした。

イ を っても目をつぶっており

ました。

　大学の は、一 は 時 ですが は３

時 しかありませんので、所定の を す

るのに いたします。 年で大学を卒業する

ためには を とす事ができません。事実、

私も地学の を としましたが、 学実 の

を けて、これは の 生でしたが と

か をもらい卒業する事ができました。 年

、 ル イトと勉強に け れましたが

と時 があるもので、 来のために を ろ

うとの事で、 建築士、宅地建 引 、

測量士補、そして大 で ル イトしながらで

も出来るかと思いまして普通 車の

も しました。

　大 の 年 の生活で た最大の と え

ば、 かりまっか ち ちでんな これが

なにわ商人の商 ぶりで、 の ル イト で

目の当りにした、 はやわらかいが、内 は

どころではなく、 けてやるという

に えている商人を見せていただきました。

私はこの事を の 来に ず役立てたいと

に命 ました。 一 の 食付きで生活した

大 が私の の となった でした。

　（次 につ ）
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